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量子未来社会ビジョンの実現に向けた取組の推進
国際競争の激化などを踏まえ量子技術により目指すべき未来社会ビジョンとその実現に向けた戦略「量子未来社会ビジョン」（令和４年４月）・「量子未来産業
創出戦略」（令和５年４月）に基づき、量子コンピュータをはじめとする各技術分野の取組及びイノベーション創出のための基盤的取組を強力に推進

令和6年度 概算要求額(含基金) 約351億円
（令和5年度 予算額(含基金)） 約299億円
※基金は単年度に要する予算を推計して計上
※量子関係予算のみを切り出すことが困難な場合は未計上

量子コンピュータ
国産量子コンピュータの研究開発の抜本的な強化、産業界への総合支援
●光・量子飛躍フラッグシッププログラム［Q-LEAP］

45億円の内数（42億円の内数）
●理化学研究所 運営費交付金［うち量子関連］

666億円の内数（548億円の内数）
●ムーンショット型研究開発制度
［目標6「誤り耐性型汎用量子コンピュータを実現」 ］

1480億円の内数［基金］

各技術分野の取組

イノベーション創出のための基盤的取組

量子セキュリティ・ネットワーク
量子暗号通信の利用拡大、総合的セキュリティの実現、量子インターネット研究
●ムーンショット型研究開発制度［目標6「誤り耐性型汎用量子コンピュータを実現」 ］1480億円の内数［基金］[再掲]

経済安全保障等
●経済安全保障重要技術育成プログラム

5,000億円の内数［基金］(2,500億円の内数［基金］)

人材の育成・確保、アウトリーチ活動
●光・量子飛躍フラッグシッププログラム［Q-LEAP］

45億円（42億円）の内数[再掲]

量子ソフトウェア
量子コンピュータの利用環境の整備、ソフトウェア研究開発の抜本的な強化
●量子飛躍フラッグシッププログラム［ Q-LEAP）45億円（42億円）の内数[再掲]
●理化学研究所 運営費交付金［うち次世代の研究DXプラットフォーム構築による
「未来の予測制御の科学」の開拓） 666億円の内数（548億円の内数）
●ムーンショット型研究開発制度［目標6「誤り耐性型汎用量子コンピュータを実現」)

1480億円の内数（基金）[再掲]

横断
●JST戦略的創造研究推進事業 ［新技術シーズ創出］

455億円の内数 (428億円の内数)※

量子計測・センシング等
量子計測・センシング技術の応用分野の拡大、事業化支援
●光・量子飛躍フラッグシッププログラム［ Q-LEAP）45億円（42億円）の内数[再掲]
●マテリアル先端リサーチインフラ 30億円の内数（17億円の内数）
●JST未来社会創造事業 89億円の内数 (92億円の内数)※

国際連携/産学官連携
●先端国際共同研究推進事業

10億円の内数（1億円）

量子拠点の体制強化
●量子コンピュータ拠点・ヘッドクォーター［理研］
- 運営費交付金 666億円の内数 (548億円の内数）[再掲]
- 施設整備費補助金 6億円
●量子生命・量子技術基盤拠点［QST］
- 運営費交付金 16億円（8億円）※
- 施設整備費補助金 8億円
●量子マテリアル拠点 ［NIMS］
- 運営費交付金 2億円（2億円）※
●JST共創の場形成支援プログラム 148億円の内数(138億円の内数)

※運営費交付金中の推計額
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想定ユーザーとの
共同研究・産学連携

基礎基盤研究（理論を含む）

 事業規模：6～12億円程度／技術領域・年
 事業期間(H30～)：最大10年間、ステージゲート評価の結果を踏まえ研究開発を変更又は中止

【事業スキーム】

【対象技術領域】

Flagshipプロジェクト
HQ：ネットワーク型研究拠点全体の

研究マネジメント

知識集約度の高い技術体系の構築・
社会実装の加速

Flagshipプロジェクトと連携し、相補的
かつ様々な挑戦的課題に取り組むことで
持続的に価値を創出

経済・社会の多様なニーズへの対応、
ユーザーの拡大のため、想定ユーザーとの
共同研究や産学連携を推進

背景・課題

事業概要

光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP）

量子情報処理（主に量子シミュレータ・量子コンピュータ）

技術領域２

技術領域１

量子計測・センシング

技術領域３ 次世代レーザー

 Flagshipプロジェクト

 基礎基盤研究
• 量子シミュレータ、量子ソフトウエア等の研究

 Flagshipプロジェクト

 基礎基盤研究

• ダイヤモンドNVセンタを用いて脳磁等の計測システムを開発し、
室温で磁場等の高感度計測

• 代謝のリアルタイムイメージング等による量子生命技術を実現

• 量子もつれ光センサ、量子原子磁力計、量子慣性センサ等の研究

 Flagshipプロジェクト

 基礎基盤研究

• ①アト(10-18)秒スケールの極短パルスレーザー光源等の開発及び
②CPS型レーザー加工にむけた加工学理等を活用したシミュレータの開発

• 強相関量子物質のアト秒ダイナミクス解明、先端ビームオペランド計測等の研究

国
委託

Flagship
研究代表者グループ
（大学、研究開発機関、企業等） 基礎基盤研究

（大学、研究開発機関、企業等）

共同研究開発グループ
（大学、研究開発機関、企業等）

領域４ 人材育成プログラムの開発
• 我が国の量子技術の次世代を担う人材の育成を強化するため、
量子技術に関する共通的な教育プログラムの開発を実施

• 初の国産量子コンピュータの開発、クラウド公開の実現
• 画像診断、材料開発、創薬等に応用可能な量子ＡＩ技術を実現

令和6年度要求・要望額 4,505百万円
（前年度予算額 4,222百万円）

【量子未来産業戦略（令和５年４月14日）】
量子技術による社会変革に向けた戦略として策定した「量子未来社会ビ
ジョン（令和４年４月）」において掲げられた目標を実現していくため、産
学官の連携の下、量子技術の実用化・産業化に向けて目指すべき方針や、
当面の間、重点的・優先的に取り組むべき具体的な取組を示した戦略。

 量子技術は、将来の経済・社会に大きな変革をもたらす源泉・革新技術。そのため、米国、欧州、中国等を中心に、
諸外国においては「量子技術」を戦略的な重要技術として明確に設定し投資が大幅に拡大。我が国は、量子技術
の発展において諸外国に大きな後れを取り、将来の国の成長や国民の安全・安心の基盤が脅かされかねない状況。
量子技術をいち早くイノベーションにつなげることが必要。

 令和５年４月に策定された「量子未来産業戦略」等に基づき、研究開発及び人材育成を強力に推進。

【事業の目的】
 Q-LEAPは、経済・社会的な重要課題に対し、量子科学技術を駆使して、
非連続的な解決（Quantum leap)を目指す研究開発プログラム

【事業概要・イメージ】
 技術領域毎にPDを任命し、適確なベンチマークのもと、実施方針策定、予算配分等、
きめ細かな進捗管理を実施

 Flagshipプロジェクトは、HQを置き研究拠点全体の研究開発マネジメントを行い、
事業期間を通じてTRL6(プロトタイプによる実証）まで行い、企業（ベンチャー含む）
等へ橋渡し

 基礎基盤研究はFlagshipプロジェクトと相補的かつ挑戦的な研究課題を選定

＜令和６年度概算要求のポイント＞
①初の国産量子コンピュータの実機フィードバック研究等による、次世代機の開発の加速
②国産実機を活用した、ハードウェアとの一体的なソフトウェア開発の加速
③多様なステークホルダーに量子技術への参入を促す、裾野の広い人材育成の推進 等

（各領域の実施機関は令和5年8月現在）
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量子生命・量子技術基盤拠点の取組（QST）

量子機能創製研究センター
（高崎） 【中核】

SPring-8
（播磨）

NanoTerasu
（仙台）

目黒ラボ：
量子センシング

仙台ラボ：
スピンフォトニクス

関西光量子科学
研究所（京都）

・放射光による量子
デバイス高度評価・光駆動・超高速電流

・スピン制御
・量子センサ
・イオントラップ

量子生命科学
研究所（稲毛）

・生体ナノ量子センサ
・超高感度MRI/NMR
・生命現象の量子論的解明と模倣

中性子構造解析
（東海/那珂）

産学協創サテライトラボ

産学協創
オープンラボ

オープンプラット
フォーム

オープン
イノベーション

量子技術
イノベーション拠点

基礎研究から社会実装まで
産学官で一体的に推進

・ダイヤモンドNVセンター

※運営費交付金中の推計額

令和6年度要求・要望額 運営費交付金
施設整備費補助金

1,576百万円
800百万円

これまでに培ってきた量子材料・物質
科学や医学・生命科学研究の実績に
より、量子技術基盤・量子生命拠点と
して、「量子技術基盤」と「量子生命」
の２つの拠点に指定

量子科学技術研究開発機構

３

粘性を測る
温度を測る

回転運動を測る

磁場を測る

高感度に見つける

電場を測る

pHを測る

磁場を見る「磁覚」
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